
エコアクション２１

株式会社ウェーブクレスト宮古工場
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（活動期間　２０２２年１月１日から２０２２年１２月３１日）



当工場は、持続可能な循環型社会を目指して、事業活動に伴う環境への負荷を削減するため、
以下の環境への取り組みを行います。

当工場は、環境に配慮した行動と環境負荷の少ない製品づくりを継続的に取り組み、環境保護
の責任を果たすとともに、顧客が満足する製品を提供できるよう品質向上を目指します。

1. 事業活動に関わる環境関連法規、条例、協定、その他の要求事項を遵守し、環境保全活動
を推進します。

2. 事業活動に関わる環境を常に認識し、環境汚染の予防と環境マネジメントシステムの継続
的改善を行ないます。

3. 環境における主要要因の効果的な提言・削減のために、技術的・経済的に可能な範囲で
達成すべき環境目的・目標の設定と見直しを行ないます。

4. 全従業員の環境教育を充実して、環境への意識向上と改善活動に参加できる人材を育成
します。

5. 特に次の項目については重点的に取り組みます。
（1） 化学物質による環境汚染を予防するため、最新の物質情報の把握に努め、使用

量の削減を進めます。

（2） 省エネルギー・省資源を積極的に進め、資源やエネルギーを効率的に利用します。

（3） 設備から生じる環境影響を最小限に抑えるため、設備の点検・整備・改善を継続的
に実施します。

（4） 廃棄物による環境影響を低減するため、リサイクルを含めた廃棄物の削減に取り組
みます。

（5） 工場敷地内の緑化と5Sを推進し、従業員の環境に対する意識を高めると共に、地域
社会との融和を図ります。

平成31年1月31日
株式会社ウェーブクレスト宮古工場

工場長 佐々木 勲

[　環境理念　・　行動指針　]

㈱ウェーブクレスト宮古工場　環境経営方針



１． 事業活動の概要

■ 事業所名 株式会社ウェーブクレスト　宮古工場

■ 所在地 岩手県宮古市松山6-46

■ 環境保全関係の責任者及び担当者
　 代表者 総務課係長 福士　豪

責任者 総務課係長 福士　豪
連絡先 TEL0193-65-0556 FAX0193-65-0566

■ 事業内容 電気・電子機器メーカーの協力工場として下記の業務を受託・生産
１． プリント基板実装
２． エレベーター・エスカレータ用ハーネス加工
３． 半導体製造装置用ハーネス加工

■ 事業の規模

注1）９月末決算であるが、本レポートにおける年度は、１月より１２月まで。
注2）２０１２年１月工場移転。

■ 認証登録の対象範囲
株式会社ウェーブクレスト宮古工場の全組織・全活動が対象

■ 本社・事業所の概要
株式会社ウェーブクレスト

代表取締役社長 坂口　正
本社・溝の口工場 神奈川県川崎市多摩区宿河原6-22-24
宮古工場 岩手県宮古市松山6-46
福島工場 福島県西白河郡泉崎村中核工業団地20-4
長浜工場 滋賀県長浜市西上坂町279
大阪工場 大阪府富田林市川面町2-2-43

■ 登録範囲の拡大予定等
サイト認証のため、拡大の予定なし。

■ 沿　革
１９６９年 （昭和４４年） １０月 （株）弘電社を東京都町田市に設立
１９７３年 （昭和４８年） ８月 神奈川県川崎市に溝ノ口工場新設
１９９２年 （平成４年） ６月 岩手県宮古市に宮古工場新設
１９９４年 （平成６年） ５月 溝ノ口工場を改築
１９９５年 （平成７年） ７月 宮古工場を増築
１９９６年 （平成８年） １月 英国スコットランドに（株）英国弘電社を設立
１９９８年 （平成１０年） １２月 福島県西白河群泉崎村に福島工場新設

１９９９年 （平成１１年） １月 町田工場を閉鎖、本社を溝ノ口工場に移転

活動の規模 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

述べ床面積（㎡） 5,840.47 5,840.47 5,840.47 2,314.09 2,314.09

売上高（百万円）
津波流出のためデータなし

116 175
従業員数（人） 31 39

活動の規模 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

敷地床面積（㎡） 16,072.19 16,072.19 16,072.19 2,999.03 2,999.03

従業員数（人） 39 39 43 44 42
売上高（百万円） 226 208 251 298 307

敷地床面積（㎡） 2,999.03 2,999.03 2,999.03 2,999.03 2,999.03
述べ床面積（㎡） 2,314.09 2,314.09 2,314.09 2,314.09 2,314.09

活動の規模 2019年 2020年 2021年 2022年
売上高（百万円） 300 292 441 481

敷地床面積（㎡） 2,999.03 2,999.03 2,999.03 2,999.03

従業員数（人） 48 45 40 44
述べ床面積（㎡） 2,314.09 2,314.09 2,314.09 2,314.09



２０００年 （平成１２年） ７月 社名を（株）ウェーブクレストに変更

２０００年 （平成１２年） １０月 （株）英国弘電社を閉鎖

２００１年 （平成１３年） １月 タイ／アユタヤにＷＡＶＥ　ＣＲＥＳＴ（ＴＨＡＩＬＡＮＤ）ＬＴＤを設立

２００２年 （平成１４年） ８月 中国／上海（寧波）にＮＩＮＧＢＯ　ＷＡＶＥ　ＣＲＥＳＴ　

ＣＯ．，ＬＴＤ．を設立

２００２年 （平成１４年） ８月 中国／香港にＷＡＶＥ　ＣＲＥＳＴ　ＨＯＮＧ　ＫＯＮＧ　

ＣＯ．，ＬＴＤを設立

２００７年 （平成１９年） ８月 滋賀県長浜市に長浜工場開設

２０１１年 （平成２３年） １１月 大阪府南河内郡に大阪工場設立

２０１２年 （平成２４年） １月 岩手県宮古市松山に宮古工場移転（東日本大震災により）

２０１２年 （平成２４年） ３月 タイ/アマタにWAVE　CREST（THAILAND）LTD移転

（タイ洪水被害により）

■ ＥＡ２１推進組織図

１．環境活動の実施及びその他社員従業員の指導

①省エネルギー活動（設備・冷暖房・照明等）

②廃棄物の削減、分別

③節水活動 ⑤環境保護活動

④化学物質含有事故０件の推進 ⑥教育啓蒙活動の推進

２．その他社員従業員に対しての活動状況説明

代表者

生産管理課責任者 製造課責任者 総務課責任者

生産管理係 資材管理係 基　板

工場長

・環境経営方針策定、見直し、全従業員周知
・環境経営目標の策定
・EA21実行に必要な経営資源の準備
・全体の評価と見直し・指示を実施
・環境管理責任者の選任
・課題とチャンスの明確化
・実施体制の構築

環境管理委員会
委員長（福士　豪）

環境管理責任者

総務課　係長

・EA21システムの構築、運用
・環境経営計画の策定、進捗確認
・関連法規の遵守状況確認
・教育、訓練の策定と実施
・環境活動レポートの作成
・代表者への環境活動報告
・課題とチャンスの明確化
・実施体制の構築

（委員） （委員） （委員）



＜従業員の役割＞

環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚し、能力向上に努める。

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動に参加。

＊環境管理委員会は、月1回開催とし活動報告を月1回代表者へ提出する

＊委員会は、社員全員で構成する

＊EA21運営事務局及び環境管理委員会事務局は、総務課とする

２． 環境目標とその実績（２０２２年度）
３カ年中期活動計画

電力使用量　２０２１年を基準年とし、２０２４年度末迄３％削減を目標として推進する。
他項目　２０２１年を基準年とし、２０２４年度末迄　維持継続をする。

目標値

実績値

【環境負荷実績】

CO2総排出量の係数　=　電力　+　軽油

電力＝ 0.578（kg-CO2/kWh） x 1,165,271（kWh） ＝

↑ 自社契約時の二酸化炭素排出係数　新出光

軽油＝ 2.58（kg-CO2/L） x 2,335.9（ℓ） ＝

■電力使用量　２０２１年度（基準年）比　1％削減

活動内容

・生産設備の日常点検（毎日） ・生産設備メンテナンス（毎月末日）

・空調適温化確認（年3回） ・節電パトロール（随時）

2021年度より売り上げ増加しているが電力量は、減少している

昨年と比較しても効率良く電力を使用できている

目標を達成することができた

2021年 2022年

CO2 kg-CO2 460,237.61 640,392.21 696,492.89 679,553.1

単位 2019年 2020年

水資源 ㎥ 2,773 2,331 830 708

電力 kＷｈ 932,975 1,107,945 1,205,005 1,165,271

産業廃棄物 kg 23,873 25,300 30,520 28,523

軽油 L 1,529.82 954.4 1,950.3 2,335.9

電力使用量 2,779 kwh/百万円 2,751.20 2,723.40 2,695.60
項目 2021年実績値 単位 2022年目標値 2023年目標値 2024年目標値

軽油使用量の把握 1950.3 ℓ 1,950.30 1,950.30 1,950.30
水道使用量 69 ㎥ 69.00 69.00 69.00

定期購入品目割合 43.2 ％ 43.20 43.20 43.20
廃棄物発生量 2.8 ㎏/百万円 2.80 2.80 2.80

項目 2021年実績値 単位 2022年実績値 2023年実績値 2024年実績値

不良率の低減 2.69 ppm 2.66 2.66 2.66

水道使用量 69 ㎥ 59.00
電力使用量 2,779 kwh/百万円 2,432.80

廃棄物発生量 2.8 ㎏/百万円 0.02
軽油使用量の把握 1950.3 ℓ 2,335.90

CO2総排出量 701,524.77 kg-CO2 679,553.13

673,526.64

6,026.49

CO2総排出量 701,524.77 kg-CO2 694,509.52 687,494.27 680,479.02

不良率の低減 2.69 ppm 4.19
定期購入品目割合 43.2 ％ 43.00



【２０２２年電気使用量実績】

kwh

kwh

■水道使用量　現状維持（経過確認）

活動内容

・水道使用状況パトロール（随時）

・水道使用量のデータ集計

水道使用量の維持管理を行なう。

寒冷地のため、水道管破裂による水資源の損失等に注意し管理している。

2021年度　1～3月にかけて使用量が急激に増加

原因は、給湯器側で水漏れが発生

工事業者に修理を依頼　その後　4月からの使用量は、安定している

2022年度は、目標を達成することができた　今後も使用量を維持する

【２０２２年水道使用量実績】

㎥

㎥

12月
2022年
使用量
（kwh）

103,802 98,973 126,496 113,907 89,987 90,764 95,155 89,525

6月 7月 8月 9月 10月 11月項目/月 1月 2月 3月 4月 5月

91,996 82,385 87,246 95,035

2021年
使用量
（kwh）

103,144 107,039 107,956 113,849 93,975 92,862

売上
（百万円） 37.5 38.5 43.2 49.4 37.5 37.4 38.2 35.6

108,176 94,897 102,405 88,817 87,549 104,336

38.2 36.0 40.1 49.6

売上100万円
当たり使用量 2,768 2,571 2,928 2,306 2,400

目標との比較 -11.6%

項目/月 1月 2月 3月

1,916

2022年度売上100万円あたり電力量（目標値） 2,751.2

2022年度売上100万円あたり平均電力量（実績） 2,432.8

2,427 2,491 2,515 2,408 2,288 2,176

2021年
使用量
（㎥）

221 151 118 38 36 38

4月 5月 6月

51 34 30 39 34 40

10月 11月 12月7月 8月 9月

目標との比較 -14.5%

40

2021年度1ヶ月あたり平均水道量（実績） 69.00

2022年度1ヶ月あたり平均水道量（実績） 59.00

65 75 58 66 65 51
2022年
使用量
（㎥）

51 50 52 70 65



■軽油使用量の把握　現状維持

使用量1,950.3ℓ維持を目標とし活動。

納品と支給部品の引き取り回数が増加。売上と共に軽油使用量が上昇。

ℓ

ℓ

■産業廃棄物総排出量　現状維持

活動内容

・品質状況パトロール（毎日） ・破砕処分地確認（年1回）

・処分業者再チェック（年1回） 　（環境整備へ現地確認日程調整中）

・徹底分別の推進 ・再資源化の推進（運搬先・処分先含む）

【２０２２年産業廃棄物排出量実績】

㎏ ㎏

■製品含有化学物質管理の強化

活動内容

・購入品SDS等の取得（随時） ・ハンダ分析（３か月に１回）

・管理対象化学物質調査（月1回） ・不良率集計（月1回）

・グリーン購入の推進（データ管理）

昨年に引き続き、ハンダ分析を３か月に１回外部委託し、規定内であることを確認した。

また、従業員教育は採用時または、必要に応じ随時行った。

PRTR対象物質に関しても適正に管理が行われている。

項目/月 1月 2月 3月

2021年
使用量

（ℓ）
157.1 335.6 70.8 0.0 217.0 141.9

4月 5月 6月

73.4

252.1 482.9 0.0 0.0 212.9 80.0

10月 11月 12月7月 8月 9月

2022年

①廃プラ排出量（㎏） 28,523

②　①内、再資源化（㎏） 28,515

184.1

2021年度軽油使用量（実績） 1,950.30

2022年度軽油使用量（実績） 2,335.90

目標との比較 19.8%

323.6 203.1 103.0 167.9 342.9 192.6
2022年
使用量

（ℓ）
0.0 231.8 322.8 190.7

2021年度売上100万円あたりの排出
量（目標値）： 2.80

2022年度売上100万円あたりの
排出量（実績値）： 0.02

目標との比較 -99.3%

③廃棄物量（①-②） 8

売上（百万円） 481

売上１００万円あたり排出量（kg） 0.02



＜PRTR対象物質　銀Aｇ系はんだの使用量＞

■グリーン購入の推進（購入品の現状維持）

事務用品、製造以外で使用する消耗品等でグリーンマークの付いた品目を購入し、それを

現状維持する。

■不良率の低減　現状維持

2022年度不良率（目標値） ： 2.69ppm

2022年度不良率（実績） ： 4.19ppm

■社会貢献の実施

工場周辺のゴミ拾いを社員が輪番制にて実施。

■環境意識向上教育の実施

工場内の廃棄物分別処理方法の指導（分別一覧を作成し、設置）

３．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反、訴訟等の有無

関係当局よりの違反等の指摘はありません。

適用される環境関連法規等及び遵守状況についても、毎月開催の環境管理委員会で

チェックした結果、該当する項目を下記のとおり遵守。

12月

2021年
使用量
（㎏）

3.8 3.5 3.3 3.4 2.4 3.7 2.4 2.9

6月 7月 8月 9月 10月 11月項目/月 1月 2月 3月 4月 5月

1.9 2.8 3.4 2.6

2022年
使用量
（㎏）

4.0 3.9 3.4 3.7 3.8 5.0

法規の名称 遵守事項 遵守状況
　環境基本法 　自然環境の適正保全・廃棄物の適正処理 ○

2.8 5.8 2.9 3.3 4.1 3.8

　浄化槽法 　公共用水域に排出される、排水の基準内水質の確保 ○

　ＰＲＴＲ法 　適正保管 ○

　地球温暖化対策法 　事業活動により排出される温室効果ガスの抑制 ○
　廃棄物処理法 　排出抑制、適正な分別・保管収集・運搬・再生・処分 ○

　労働安全法 　有資格者選任による適正取扱と保管 ○



４． 取組結果の評価

■ 代表者の評価
2022年度は、弊社受注量 次第に回復。
本年度は、効率良くエネルギーを活用することができ、満足のいく結果を得られた。
しかし、燃料費、電気料金等　物価高騰の影響により本活動が欠かせないものと認識している。
電気料金30～40％アップにより　年末より新出光→東北電力に切り替え
また製品のコストダウンは毎年実施しているが、物価上昇に伴い
ここ最近にはない異例のコストアップもお客様と相談。
自社調達部品に関しては、まだ半導体の供給が追い付かず生産出来ていないのも現状である
来年度も、より一層改善活動に力を入れ継続していく。

５． ２０２３年活動計画

■ 次年度の取り組み内容
過去の活動目標を踏まえ、基準年比-１％数値目標
維持継続　それぞれの計画に沿い活動を推進する。

＜２０２２年度から２０２３年度へ継続して取り組む内容＞

１）．省エネの推進（中期目標）
活動内容

*生産設備の日常点検（毎日）
*生産設備メンテナンス（毎月末日）
*空調適温化確認（年３回）
*節電パトロール（随時）

２）．水資源投入量の把握（経過観察）
活動内容

*水道使用状況パトロール
*水道使用量データ集計

３）．軽油使用量の把握
*軽油補給履歴をデータ集計

４）．廃棄物の削減（中期目標）
活動内容

*品質状況パトロール（毎日）
*処分業者再チェック（年1回）
*破砕処分地確認（年1回）
*再資源化の推進（運搬先・処分先含む）

５）．グリーン購入および自らが生産・販売・提供する製品およびサービスに関する項目
（目標：製品含有化学物質管理の強化）

活動内容
*購入品のSDS取得 *PRTR物質調査
*ハンダ分析 *グリーン購入の推進（データ管理）
*不良率集計

６）．環境保護活動（目標：社会貢献実施、苦情”０”の継続）
活動内容

*工場周辺空き缶・ゴミ拾い及び草刈

　家電リサイクル法 　廃棄家電類の適正処理 ○

　フロン排出抑制法 　第1種特定製品の簡易点検・定期点検 ○

　消防法 　有機溶剤・灯油等の適正取扱と保管 ○


